





























まな活動の事例が取り上げられてきた（例えば、Haxhi 2003、磯山渡邊 2012、 Tohsaku 







































































































































研究対象地域はアメリカ中西部の Z 州である。白人 91.3%、ヒスパニック・ラテン系 4.9%、
黒人・アフリカ系 2.9%、アジア系 1.7%という人口比率 5 で、公用語は英語である。この
ように、人口の 9 割以上が白人で構成され、生活の中で日本人と接触することも稀で、日
本語の「切実性」（神吉他 2015）がないといえる地域である。 
Z 州の日本語プログラムは 1980 年代後半から始まった。Z 州では大学進学希望者は最低
2 年間の外国語科目を履修しなければならない。そのため、高校 1、2 年生のときに多くの
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り、授業は月曜から金曜まで毎日 1 コマ（55 分）ある。一番人気があるのはスペイン語で
あり、教師数も多い。 
表 1 A 高校の外国語教師数と外国語クラス数（2016 年 9 月時点） 
 スペイン語 フランス語 日本語 ドイツ語 中国語 合計 
教 師 数 5 2 1 1 1 10 
クラス数 30 9 5 5 4 53 
3.2 研究協力者 
研究協力者は A 高校で 2000 年代から日本語プログラムに関わってきた教師 Pete（仮名）
である。Pete はアメリカの東海岸で生まれ育ち、大学卒業後、地元の高校で英語教師とな
















要は表 2 のとおりである。 
表 2 データの概要 
データの種類 日時 時間 場所
①インタビュー 2016/06/14 65 分 スカイプ 
②インタビュー 2016/08/25 47 分 教室
③フィールドノーツ 2016/08/25 ― 教室
④インタビュー 2016/08/27 77 分 Pete の自宅 
⑤インタビュー 2016/08/30 67 分 教室
⑥フィールドノーツ 2016/08/30 ― 教室

























育実践のうち筆者が参与観察したうちの【Japanese 1】と【Japanese 3】の 2 つの実践の
事例を分析する。次に【教室外の学生】に対するアドボカシーについて分析する。 
【Japanese 1 の場合】 
A 高校の Japanese 1 は 2 クラスある。筆者が参与観察をしたのは、そのうちの 1 クラ
スである。そのクラスには学生が 32 名在籍しており、教室の全ての席が埋まる学生数で
ある。1 年生は高校に入学してまだ 2 週間目であったため、非常にエネルギッシュでフレッ
シュな印象であった。観察時の授業内容は数字の 1 から 10 までの復習であった。 
Pete は両手を開き、手を上下に動かし、日本語で「立ってください」と学生に指示をする。
学生たちは「これから何をするのだろうか」という面持ちで立ち上がる。Pete はストレッチを






















は合気道についての説明をし、Smart board に Youtube を映し出した。プロフェッショナルに
よる合気道のデモンストレーションの映像を 2 分ほど学生に見せた。学生たちはすっかり興味を
持った様子である。Pete は日本在住時に合気道を習っていたことのエピソードを話しはじめる。
学生たちは Pete の話を真剣に聞いている。 （データ⑦） 
Pete は 1 年生のうちから既習の日本語は意識して使用するようにしている。しかし、ま
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【Japanese 3 の場合】 
Japanese 3 には 14 人の学生が在籍している。毎日 6 限目、つまり学校の最後の時間の

















































なんとなく。大学院の前。JET のときの僕の仕事は One Shot。ということは、いつも違う学校









































係ない。でも、このクラスで習った大事なレッスンは、英語で “Different doesn’t mean strange or 
bad.” “Different is different.” “Different is good.” みんなはいろんな文化があって、“Try understand 
the people who they are.”とかね、そういうことを考えて、外国語話すのは楽しいとか、そうい
うことを覚えてたらいいと思う。もし、漢字全て忘れてもね。 （データ②） 






る。その Pete の言語教育観は学生からの影響も受けている。Pete は Facebook ユーザー
であり、卒業した学生と Facebook でつながっている。20 年前に日本語を教えていた学生
から、久しぶりにメッセージがあったそうだ。それは、彼が現在日本で生活していること、
そして Pete が 20 年前に日本語を教えてくれたことに対する感謝の意が述べられたもので
あった。そのことを Pete は Facebook に新学期の自分自身の教師という仕事に対するモチ
ベーションとして載せていた。その時の話を筆者に向けて語った。 
この間、Facebook 読んでくれた？ それ読んで涙でたよ。20 年前（彼に日本語を）教えてたよ。
もう 15 年日本に住んでいるからね。そして彼、今日本語すごくぺらぺらじゃない？ でも、それ









































さらに、毎年 A 高校に短期留学で訪れる姉妹校の日本の高校生についても A 高校の全校
集会で紹介する。 
姉妹校が来る時も、それは広告になる感じ。例えば、学校の全員の前で、ソーラン節のダンスと


































































































A 高校は日本に姉妹校がある。その姉妹校とは年に 1 度、交代で 2 週間程度の短期留学


























































































































以下、これまで検討してきた Pete のアドボカシーを図 1 に表し、矢印の示す内容を表 3
にまとめる。 
 
図 1 日本語教師のアドボカシーの総体 
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1 つ 1 つの活動を見ると、その活動は教室の中と教室の外にそれぞれ分けられ、その活
動の目的や性質は別々のように見える。しかし、1 人の教師の中では教室内の活動も教室













行為主体が考える「なぜ」ということが言及されてこなかった。そのために「Why you teach 
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